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江
ノ
島
青
銅
鳥
居
に
刻
ま
れ
た
「
大お

お
せ
ん
じ
ゅ

千
住
」

　
当
館
で
は
、
五
月
二
二
日
ま

で
、文
化
遺
産
調
査
特
別
展「
美

と
知
性
の
宝
庫
　
足
立
　
―
酒

井
抱
一
・
谷
文
晁
と
そ
の
弟
子

た
ち
―
」
を
開
催
中
で
あ
る
。

　
展
示
準
備
の
最
中
、
足
立
史

談
会
の
矢
沢
幸
一
朗
氏
か
ら
、

江
ノ
島
に
酒
井
抱
一
の
作
品
が

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
千
住
の

住
人
が
奉
納
し
た
鳥
居
が
あ
る

こ
と
な
ど
を
ご
教
示
頂
い
た
。

こ
の
情
報
が
展
示
に
関
係
す
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
二
月
四
日
に

江
ノ
島
で
筆
者
が
調
査
を
行
っ
た
。

　
江
ノ
島
駅
を
降
り
て
か
ら
五
分
程
で
、

江
ノ
島
大
橋
に
着
く
。
江
ノ
島
の
全
景
を

眺
め
な
が
ら
橋
を
渡
る
と
、
す
ぐ
に
大
き

な
鳥
居
が
見
え
て
く
る
。
江
ノ
島
の
入
り

口
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
鳥
居
で
あ
る
。

鳥
居
を
く
ぐ
っ
た
先
に
は
、
今
回
の
展
示

で
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
絵
師
・
舩
津

文
渕
が
嘉
永
四
年
に
江
ノ
島
詣
で
の
際
に

宿
泊
し
た
恵
比
寿
屋
も
現
存
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
こ
の
鳥
居
は
、
も
と
は
木

製
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
寛
保
三
年

（
一
七
四
三
）
に
倒
壊
し
た
こ
と
を
機
に
、

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
に
青
銅
製
の
鳥

居
が
奉
納
さ
れ
た
。
現
存
す
る
鳥
居
は
、

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
に
再
建
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
（
藤
沢
市
指
定
文
化
財
）。

　
左
右
両
方
の
柱
に
は
、
二
百
八
十
人
程

の
人
名
や
組
織
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
（
延

享
四
年
の
奉
納
者
約
三
十
人
含
む
）。
奉

納
者
の
地
域
的
分
布
は
、
武
蔵
国
を
中
心

に
関
東
一
円
に
及
ぶ
。当
時
の
江
ノ
島
は
、

単
な
る
信
仰
の
場
に
留
ま
ら
ず
、
風
光
明

媚
な
観
光
名
所
で
あ
り
、
庶
民
の
娯
楽
の

場
と
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
名
だ
た
る

文
化
人
が
数
多
く
訪
れ
る
文
化
的
な
場
所

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
矢
沢

氏
の
ご
教
示
ど
お
り
、
奥
津
宮
に
は
酒
井

抱
一
が
奉
納
し
た「
八
方
睨
み
の
亀
の
絵
」

（
藤
沢
市
指
定
文
化
財
）
が
伝
来
し
て
い

る
。
ま
た
、
奉
納
者
の
中
に
は
、
浅
草
で

高
級
料
亭
を
営
み
、
酒
井
抱
一
や
谷
文
晁

か
ら
も
贔
屓
に
さ
れ
て
い
た
八
百
屋
善
四

郎
の
名
前
も
あ
っ
た
。八
百
屋
善
四
郎
は
、

酒
井
抱
一
に
絵
馬
の
作
成
を
依
頼
し
、
西

新
井
大
師
に
奉
納
し
た
人
物
で
あ
る
。
他

に
も
、
吉
原
の
妓
楼
の
楼
主
な
ど
多
岐
に

わ
た
る
人
物
の
名
が
見
え
る
が
、
こ
の
中

に
千
住
の
奉
納
者
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
部
分
を
拡
大
し
た
も
の
が
掲

載
し
た
写
真
で
あ
り
、
少
し
わ
か
り
に
く

い
が
、
写
真
中
央
に
は
次
の
よ
う
に
刻
ま

れ
て
い
る
。

　
　
大
千
住

　
　
　
　
村
野
屋
与
兵
エ

　
江
戸
時
代
の
千
住
宿
に
つ
い
て
詳
細
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
に
「
千
住
宿
宿

並
図
及
伝
馬
割
図
」（
織
畑
家
文
書
）
が

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
資
料
に
村
野
屋
の

名
は
見
え
な
い
。
こ
の
資
料
は
、
街
道
の

東
側
だ
け
を
詳
細
に
描
い
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
村
野
屋
は
街
道
の
西
側
に
あ
っ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
昭
和

五
十
二
年
に
足
立
区
教
育
委
員
会
が
刊
行

し
た「
旧
日
光
道
中
千
住
宿
家
並
変
遷
図
」

の
明
治
年
代
の
様
子
を
見
て
も
、
村
野
屋

と
い
う
店
は
確
認
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
村
野
屋
は
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に
か

け
て
、
廃
業
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
村
野
屋
に
つ
い
て
は
何
も

明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
鳥
居
奉
納
当
時

の
村
野
屋
与
平
エ
は
、
千
住
の
富
裕
な
商

家
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
千

住
の
商
家
が
、
遠
く
江
ノ
島
の
文
化
事
業

に
ま
で
金
を
拠
出
し
て
い
た
こ
と
は
、
注

目
す
べ
き
事
例
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
資
料
は
思
わ
ぬ
副
産



平成 28年 5月 足　立　史　談 第 579号（2）

物
を
も
た
ら
し
た
。
当
館
で
は
、
平
成

二
十
五
年
度
に
「
大
千
住
展
　
―
町
の
繁

栄
と
祝
祭
―
」
と
題
し
展
示
を
行
い
、
同

名
の
図
録
を
刊
行
し
た
。
展
示
の
タ
イ
ト

ル
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
大
千
住
」
と
い

う
呼
称
に
つ
い
て
、
多
田
学
芸
員
は
（
同

図
録
「
展
示
概
論
　
近
代
千
住
の
江
戸
文

化
　
―
近
郊
都
市
の
志
向
性
―
」）、
明
治

十
六
年
（
一
八
八
三
）
の
読
売
新
聞
の
記

事
に
登
場
す
る
の
が
初
見
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の

初
見
が
六
十
三
年
も
前
の
江
戸
時
代
に
ま

で
遡
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
大
千
住
の
呼
称
は
、
江
戸
時
代
の
宿
駅

制
が
廃
止
さ
れ
、
近
代
化
し
て
い
く
中
で

急
激
に
拡
大
し
て
い
く
千
住
を
代
表
す
る

言
葉
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今

回
、
宿
駅
制
の
機
能
し
て
い
る
時
代
か
ら

使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
千
住
宿
は
、
掃
部
宿
や
小
塚
原
町
・

中
村
町
な
ど
が
加
宿
さ
れ
、
宿
域
が
拡
大

し
て
き
た
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
大
千
住
の
呼
称
は
、
近
代
化
に

よ
る
千
住
の
拡
大
を
代
表
す
る
呼
称
と
い

う
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
う
し
た
江
戸
時
代

以
来
の
千
住
宿
の
宿
域
が
拡
大
し
て
き
た

歴
史
を
反
映
す
る
呼
称
だ
っ
た
と
言
え
よ

う
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
近
代
に
お
け
る
千

住
の
拡
大
の
中
で
、
図
録
が
指
摘
す
る
よ

う
な
意
味
を
も
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
大
千
住
と
い
う
呼
称
は
、
千
住
の
拡
大

の
歴
史
を
物
語
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ

る
。（
郷
土
博
物
館
専
門
員
　
佐
藤
貴
浩
）

　

舩
津
文
渕
の
日
記
か
ら
は
、谷
文
一（
二

世
）
は
も
ち
ろ
ん
、
文
渕
が
他
の
絵
師
や

同
じ
趣
味
を
持
つ
も
の
同
士
で
、
た
び
た

び
画
本
類
を
貸
し
借
り
し
て
い
る
様
子
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

文
渕
の
日
記
か
ら
（
二
）

　
絵
師
た
ち
の
交
流

　
　
・
画
本
の
貸
し
借
り

�

郷
土
博
物
館

【
一
】
で
は
、
圭
明
と
い
う
人
物
へ
絵
巻
物

を
借
り
、
三
週
間
ほ
ど
過
ぎ
て
返
し
た
記

述
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
返
す
際
に
、
鰹

節
を
二
本
謝
礼
に
添
え
た
こ
と
、
さ
ら
に

一
緒
に
深
川
六
軒
堀
の
絵
具
屋
に
絵
具
を

買
い
に
行
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

圭
明
と
は
お
そ
ら
く
関
屋
圭
明
と
い
う
千

住
在
住
の
絵
師
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
関
屋
圭
明
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は

不
明
で
す
が
俳
画
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
二
】
で
は
、
５
月
９
日
に
、
す
き
返
し

紙
を
持
っ
て
鈴
木
文
四
郎
を
訪
ね
、「
古

文
一
」の
牧
童
図
屏
風
を
借
り
て
い
ま
す
。

文
四
郎
は
、
ど
う
も
居
住
地
か
ら
、
下
谷
、

宮
田
文
四
郎
と
も
記
さ
れ
て
お
り
、
画
業

に
関
わ
る
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
人
物
で

す
。
文
海
と
い
う
名
前
も
見
ら
れ
ま
す
。

「
古
文
一
」
と
は
、
夭
折
し
た
一
世
文
一
を

指
す
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
29
日
の

「
宮
田
文
四
郎
へ
屏
風
絵
か
へ
し
」
は
、
こ

の
牧
童
図
で
、「
菜
菴
雑
記　

巻
二
」
の

末
の
「
嘉
永
六
癸
丑
年
春
正
月
ヨ
リ
書
画

出
来
之
記
」
の
五
月
の
項
に
、「
一
、
牧
童

屏
風
六
枚
模　

自
葊
」
と
記
載
が
あ
り
、

【
三
】
で
は
、
２
月
17
日
に
、
お
そ
ら
く

皿
沼
（
足
立
区
）
に
い
た
文
舟
を
同
伴
し
、

市
川
其
二
へ
、「
写
物
」
を
借
用
に
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
25
日
に
画
本
を
返

し
て
い
ま
す
。
市
川
其
二
と
は
ど
の
よ
う

な
絵
師
で
し
ょ
う
か
。
琳
派
の
絵
師
鈴
木

其
一
の
弟
子
で
あ
る
市
川
其
融
の
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
其
谷
と
は
？

　

ま
だ
不
明
な
人
物
も
多
く
登
場
し
、
研

究
の
進
展
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
画
本
や
絵
巻
を
借
用
の

際
に
、酒
肴
で
長
く
一
緒
に
過
ご
し
た
り
、

（
話
が
盛
り
上
が
っ
て
？
）
絵
具
を
買
い

に
行
っ
た
り
と
、
親
し
く
付
き
あ
っ
て
い

る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
同
門

流
派
を
越
え
た
交
流
が
あ
る
こ
と
も
わ
か

り
ま
す
。
前
回
の
、
絵
画
の
土
用
干
し
と

同
様
に
、
画
を
学
び
愉
し
む
も
の
同
士
の

親
交
の
場
面
が
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

「
菜
菴
雑
記　

巻
三
」

【
一
】
嘉
永
６
年

４
月

同
十
五
日　

曇
南
風
時
々
小
雨

　

一
、
自
分
朝
圭
明
方
へ
繪
巻
物
か
り
ニ

　
　
　

行
昼
頃
帰
宅

　
（
中
略
）

５
月

同
七
日

　

一
、�

自
分
出
府
朝
圭
明
立
寄
繪
巻
物
か

へ
し
松
魚
節
二
本
そ
へ
遣
ス

　
　
　

同
同
伴
深
川
六
軒
堀
繪
の
く
や

　
　
　

江
繪
具
求
ニ
行
（
後
略
）

「
菜
菴
雑
記　

巻
三
」

【
二
】
嘉
永
６
年
５
月

　

同
九
日　

天
気

　

一
、
朝
自
分
出
府
鈴
木
文
四
郎
へ
行

　
　
　
　

す
き
か
へ
し
壹
把
持
参

　
　

当
日
一
日
咄
文
海
参
り
、
酒
肴
出
泊

　
　

古
文
一
屏
風
牧
童
図
借
用
泊
柳
川
亭

　
　

夜
和
泉
橋
通
り
宮
田
近
辺
出
火
有
之

　
　

八
ツ
頃
ほ
と
な
く
し
め
り
文
四
郎
帰

　
　
（
中
略
）

　

同
廿
九
日　

天
気

　

一
、
自
分
朝
出
立
折
戸
江
参
り
香
奠
百

　
　

�

疋
持
参
酒
飯
出

　
　

�

ル
七
ツ
時
よ
り
宮
田
文
四
郎
へ
屏
風

繪
か
へ
し
主
人
留
主

（
マ
マ
）故

　
　

野
村
へ
鳥
度
行
同
夜
文
四
郎
方
へ
泊

「
菜
菴
雑
記　

巻
三
」

【
三
】
嘉
永
七
年

　

二
月

　

十
七
日　

天
気

　

一
、
朝
皿
沼
同
伴
發
到
市
川
其
二
宅

　
　
　

酒
出
寫
物
借
用
其
谷
立
寄
夕
刻
帰

　
　
　
（
中
略
）

　

四
月

　

同
廿
五
日　

四
ツ
頃
よ
り
雨
降
出
し

　

一
、
自
分
皿
沼
早
朝
出
来
市
川
其
二
方

　
　
　

画
本
相
帰
候

他
の
も
の
と
異
な
り
、
自
身
の
た
め
に
写

し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
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沼
田
舩
津
家
第
七
代
＝
舩
津
久
五
郎（
文
渕
）に
連
な
る
人
々
（
三
）

�

伊
　
澤
　
隆
　
男

　

沼
田
舩
津
家
は
、
三
代
が
養
子
相
続
し

て
七
人
の
子
を
も
う
け
た
が
、
長
男
の
金

重
郎
矩
美
が
芸
者
に
夢
中
に
な
り
、
そ
の

こ
と
で
四
代
目
を
相
続
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
末
子
の
金
松
が
四
代
目
を
継
ぐ
こ
と

に
な
っ
た
。
五
代
、
六
代
は
金
松
の
長
男

と
次
男
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
波
乱
が
続

く
こ
と
に
な
る
。

五
代
　
舩
津
徳
次
郎
重
親　

四
代
金
松
の
長
男
で
、
舩
津
久
五
郎
（
文

渕
）
の
父
で
あ
る
。
徳
次
郎
は
四
代
金
松

の
長
男
で
あ
っ
た
が
、後
述
す
る
よ
う
に
、

す
ん
な
り
と
沼
田
舩
津
家
を
継
が
な
か
っ

た
。
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
八
月
没
。

行
年
二
十
七
歳
。
生
年
は
天
明
四
年
（
一

七
八
四
）、
徳
五
郎
と
も
い
う
。
初
名
は

源
二
で
、
後
に
徳
次
（
五
）
郎
。
号
は
大

江
亭
行
野
。〔
和
歌
を
好
み
、
花
、
書
も

又
巧
な
り
。・
船
津
輸
助
記
〕

妻
　
糸
子　

竹
塚
村
河
内
久
蔵
政
武
娘

徳
次
郎
夫
婦
は
三
代
目
の
次
男
徳
之
丞
が

婿
と
な
っ
た
上
沼
田
の
清
水
家
に
夫
婦
養

子
で
入
っ
た
。
し
か
し
清
水
家
の
姑
（
清

水
利
助
の
後
妻
つ
る
・
し
ん
や
か
ら
清
水

家
の
後
妻
と
な
る
）
と
徳
次
郎
の
妻
、
糸

子
の
折
り
合
い
が
悪
く
、
結
局
夫
婦
で
清

水
家
を
追
い
出
さ
れ
、
舩
津
家
の
五
代
目

を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。
沼
田
舩
津
家
と
清

水
家
は
行
っ
た
り
来
た
り
の
縁
戚
関
係
が

あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
清
水
家
も
上
沼
田

の
名
家
で
、
明
治
の
初
年
上
沼
田
村
の
名

主
堀
内
家
の
次
男
謙
吾
が
養
子
と
な
り
、

初
代
江
北
村
長
と
な
っ
て
い
る
。

　

徳
次
郎
が
清
水
家
を
離
縁
さ
れ
て
戻
っ

て
き
た
と
き
、四
代
目
の
金
松
は
四
十
三
、

四
歳
の
働
き
盛
り
で
あ
り
、
家
督
を
譲
る

歳
で
は
な
か
っ
た
が
、
長
男
に
譲
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
徳
次
郎
が
戻
っ
て
こ
な

け
れ
ば
三
男
の
亀
之
進
が
成
長
す
る
ま
で

待
つ
つ
も
り
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

文
渕
（
七
代
）
は
清
水
家
で
出
生
し
、

両
親
が
清
水
家
を
追
い
出
さ
れ
て
、
父
徳

次
郎
が
五
代
目
を
継
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
短
い
間
、
沼
田
の
舩
津
家
に
お
り
、

父
が
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
後
、
母
の
実

家
、
竹
塚
村
の
河
内
家
で
育
つ
こ
と
に

な
っ
た
。
文
渕
の
母
糸
子
は
、
さ
ら
に
椙

森
神
社
（
す
ぎ
の
も
り
じ
ん
じ
ゃ
・
中
央

区
日
本
橋
堀
留
）
神
官
小
針
織
部
常
直
の

後
妻
と
し
て
嫁
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
常
直

に
つ
い
て
小
針
（
こ
は
り
）
家
に
以
下
の

家
伝
が
あ
る
。〔
幼
名
彦
太
郎
、
後
、
織

部
改
、
隠
居
シ
テ
外
記
改
…
。（
織
部
の

前
妻
）
休
昌
院
ヲ
葬
、
其
後
、
武
州
竹
之

塚
村
名
主
十
一
代
河
内
久
蔵
政
武
長
女
、

糸
ヲ
妻
ト
ス
。
弘
化
四
丁
未（
一
八
四
七
）

年
六
月
中
隠
居
シ
テ
、
外
記
ト
改
。
嘉
永

三
庚
戌
（
一
八
五
○
）
年
二
月
十
五

日
、
妻
死
壽
六
十
四
歳
。
安
政
五
戌

午
（
一
八
五
八
）
年
八
月
二
十
七
日

没
壽
七
十
三
歳
〕

　

河
内
家
と
小
針
家
は
共
に
小
田
原

北
条
氏
の
家
臣
で
あ
り
、
北
条
氏
直

に
仕
え
、
北
条
家
が
滅
び
た
の
ち
、

河
内
家
は
竹
塚
村
に
土
着
し
、
小
針

家
は
椙
森
神
社
の
神
官
と
な
り
、
両

家
と
も
一
族
が
旗
本
と
な
っ
て
い

る
。

子
　
一
、
久
五
郎
（
文
渕
）
父
徳
次

郎
が
死
ん
だ
と
き
六
歳
だ
っ
た
。
こ

の
後
、
久
五
郎
は
、
母
の
実
家
河
内
家
で
、

舩
津
家
の
七
代
を
継
ぐ
ま
で
十
九
年
間
過

ご
す
。
画
は
お
そ
ら
く
祖
父
久
蔵
が
谷
文

晁
と
な
ん
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
て
学
ば
せ

た
も
の
と
推
測
す
る
。

子
　
二
、
金
次
郎　

文
渕
の
弟
。
文
政
十

年
（
一
八
二
七
）
六
月
四
日
没
。
小
林
氏

の
養
子
と
な
り
小
林
友
栄
と
い
う
。
下
谷

山
下
町
住
。

　

五
代
目
と
な
っ
た
徳
次
郎
が
二
十
七
歳

で
亡
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
子
、
久
五
郎

は
六
歳
、
四
代
金
松
の
三
男
亀
之
進
も
八

歳
だ
っ
た
の
で
、
四
十
七
歳
だ
っ
た
金
松

が
隠
居
の
身
で
家
政
を
取
り
仕
切
り
、
亀

之
進
が
十
八
歳
の
頃
（
文
政
四
年
）
に
、

六
代
目
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

六
代
　
舩
津
徳
右
衛
門
重
正
（
亀
之
進
）

四
代
金
松
の
三
男
。
文
政
十
一
年
（
一
八

二
八
）
九
月
十
日
没
。
行
年
二
十
五
歳
。

生
年
は
享
和
三
年
（
一
八
○
三
）。
初
名

亀
之
進
、号
は
左
卿
。
和
歌
俳
諧
を
好
み
、

茶
は
石
州
流
を
学
ぶ
。

文
政
八
年

小
作
米
百
二
十
三
俵

手
作
米
十
三
俵
五
升　

餅
二
俵
三
斗

妻
　
ル
イ
子　

鳩
ヶ
谷
宿
本
陣
十
代
目
船

戸
喜
市
の
次
女
。
茂
登
女
（
も
と
め
）
改
。

鳩
ケ
谷
宿
本
陣
十
代
目
の
船
戸
喜
市
の
子

ど
も
は
八
人
い
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
夫
が

亡
く
な
っ
た
り
、
離
縁
さ
れ
た
り
、
後
妻

に
な
っ
た
り
、
と
い
う
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
で
あ
る
。
次
女
と
四
女
は
沼
田
の
舩

津
家
の
嫁
と
な
り
、
五
女
は
里
の
船
津
家

に
嫁
い
で
い
る
。

　

茂
登
女
は
二
十
歳
前
後
で
六
代
の
舩

津
徳
右
衛
門(

初
名
、
亀
之
進
）
に
嫁
す

が
、
一
子
半
重
郎
（
八
代
）
を
生
ん
だ
後

に
離
縁
さ
れ
て
い
る
。
離
縁
さ
れ
た
理
由

は
、
地
元
の
役
人
と
仲
良
く
な
っ
て
駆
け

船戸喜市から舩津徳右衛門へあてた茂登女の嫁
入り道具と離縁状の受取状（徳右衛門が離縁に
あたって茂登女の実家に嫁入り道具を送り返し
たため）
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落
ち
出
奔
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

こ
と
は
一
切
表
面
化
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う

だ
が
、
六
代
の
亀
之
進
が
文
政
十
一
年
に

二
十
五
歳
で
亡
く
な
り
、
さ
ら
に
文
政
十

三
年
に
四
代
金
松
も
亡
く
な
っ
て
、
河
内

家
に
い
た
久
五
郎
が
第
七
代
を
継
ぐ
こ
と

と
な
っ
た
。

七
代
　
舩
津
徳
右
衛
門
重
許
（
久
五
郎
・

文
渕
）　

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
生
。

文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
）
八
月
二
十
四

日
、
二
十
五
歳
で
家
督
を
継
ぐ
。

「
重
正
死
し
た
れ
ば
な
り
。
初
名
久
五
郎

（
久
五
郎
の
名
は
祖
父
久
蔵
の
久
の
字
に

よ
る
）
文
渕
と
号
し
画
を
善
く
す
。
谷
文

晁
の
高
弟
。
書
も
非
常
に
巧
み
。
非
常
に

近
眼
」
五
代
徳
次
郎
倅
。

　

文
渕
と
い
う
号
は
文
政
九
年
（
一
八
二

六
）
八
月
二
十
三
日
二
十
一
歳
の
時
に
文

晁
よ
り
も
ら
う
。輪
聖
院
雲
漢
梵
清
居
士
。

安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
九
月
十
二
日
没
。

行
年
五
十
一
歳
。

妻
　
伊
曽
女
（
い
そ
め
）　

鳩
ヶ
谷
町
本

陣
十
代
船
戸
喜
市
四
女
。
文
化
五
年
（
一

八
〇
八
）
生
。
寶
照
院
清
山
浄
海
大
姉
。

行
年
五
十
二
歳
。天
保
九
年
に
三
十
一
歳
。

最
初
は
本
所
瓦
町
中
島
彦
右
衛
門
に
嫁
し

三
人
の
子
を
も
う
け
、
夫
が
亡
く
な
り
離

縁
さ
れ
る
。
文
渕
が
前
妻
と
離
縁
し
た
後

へ
縁
付
く
。
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
十

二
月
二
十
七
日
婚
礼
。久
五
郎
二
十
八
歳
、

伊
曽
女
二
十
六
歳
。

　

こ
の
結
婚
は
お
そ
ら
く
里
船
津
家
の
五

代
助
八
（
船
戸
助
右
衛
門
仙
圃
・
御
徒
歩

組
与
力
羽
鳥
助
五
郎
の
次
男
）
あ
た
り
が

関
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。

竹
ノ
塚
の
河
内
家
は
も
と
も
と
侍
の
血
筋

で
あ
り
、
助
八
も
武
士
の
出
な
の
で
、
話

が
通
じ
る
の
で
は
と
考
え
る
。

　

本
陣
十
代
の
喜
市
が
亡
く
な
っ
た
の
は

沼
田
舩
津
家
の
金
松
と
同
じ
文
政
十
三
年

で
あ
り
、
そ
の
頃
里
の
船
津
家
は
五
代
の

助
八
が
五
十
三
歳
で
あ
り
、
助
八
の
長
男

政
三
郎
は
喜
市
の
五
女
、
美
智
女
を
嫁
に

迎
え
て
い
る
。
鳩
ケ
谷
宿
本
陣
十
一
代
の

恵
助
は
十
四
歳
な
の
で
里
の
助
八
以
外

に
、
本
陣
や
沼
田
の
縁
を
と
り
も
つ
人
は

い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
十
一
月
二
十
日

没
。
久
五
郎
と
の
間
に
子
ど
も
は
な
い
。

養
子
と
し
た
亀
之
進
の
一
子
、半
重
郎（
舩

津
徳
廣
）
が
八
代
と
な
る
。

天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
石
高　

五
十
八

石
六
斗
二
升
三
合

八
代
　
船
津
徳
廣
　（
半
重
郎
）

文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
六
月
十
四
日
夜

五
つ
時
生
ま
れ
。
明
治
二
十
七
年
（
一
八

九
四
）
十
一
月
三
十
日
没
。
華
厳
院
葉
散

道
保
居
士
。
行
年
七
十
二
歳
。

　

舩
津
徳
廣
は
六
代
目
に
嫁
い
だ
本
陣
十

代
目
船
戸
喜
市
の
次
女
茂
登
女
の
子
と
し

て
生
ま
れ
た
が
、
も
の
心
の
つ
か
な
い
三

歳
の
頃（
文
政
九
年
）に
母
が
出
奔
し
、五
、

六
歳
の
と
き
に
父
徳
右
衛
門
重
正
が
亡
く

な
り
（
文
政
十
一
年
）、
七
歳
の
と
き
に

は
、
た
っ
た
一
人

い
た
祖
父
の
金
松

が
亡
く
な
る
。（
金

松
の
後
妻
尚
子
は

文
政
三
年
に
す
で

に
亡
く
な
っ
て
い

る
。）
文
政
十
三

年
に
舩
津
久
五
郎

が
沼
田
舩
津
家
七

代
目
と
し
て
入

る
。
こ
の
と
き
久

五
郎
は
二
十
五
歳
、徳
廣
は
七
歳
で
あ
る
。

　

徳
廣
は
長
じ
て
里
の
船
津
家
と
の
行
き

来
を
密
に
し
、
助
八
の
子
の
里
船
津
家
七

代
の
徳
助
の
次
男
舩
津
静
作
を
婿
養
子
に

迎
え
て
い
る
。

妻
　
て
る　

本
所
中
の
郷
瓦
町
中
島
彦
右

衛
門
次
女
。
高
台
院
白
蓮
園
証
大
姉
。
七

代
目
久
五
郎
・
文
渕
の
妻
、
伊
曽
女
は
実

母
。
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
一
月
二
十

九
日
婚
礼
。
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）

六
月
十
二
日
没
。
行
年
五
十
二
歳
。

子
一
、
亀
子　

弘
化
五
年
三
月
二
日
卯
上

刻
生
ま
れ
。
嘉
永
二
年
六
月
二
十
日
辰
下

刻
没
露
清
童
子
。
早
世
二
歳
。　

　

こ
の
物
語
に
登
場
す
る
船
津
家
（
舩
津

家
、
船
戸
家
）
の
人
々
は
全
て
、
鳩
ケ
谷

宿
本
陣
初
代
、
船
戸
大
学
の
血
筋
の
人
々

で
あ
り
、
船
津
家
（
舩
津
家
、
船
戸
家
）

に
は
実
は
ま
だ
ま
だ
沢
山
の
物
語
が
あ
る

が
、
沼
田
舩
津
家
の
代
々
の
当
主
を
巡
る

記
述
は
い
っ
た
ん
筆
を
お
く
こ
と
に
す

る
。�

（
終
）

�

（
川
口
市
郷
土
研
究
会
会
員
） 八代目　舩津徳廣
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